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1. はじめに 

X 線治療の際、ターゲット位置のリアルタイ

ムモニターが重要である。現在は金属マーカー

をターゲット付近に挿入し、追加照射すること

でリアルタイムモニターを行っている。ここで

我々は、X 線治療の際に入射 X 線がターゲッ

トで発生する後方散乱 X 線に着目した。後方

散乱 X 線は体内を透過することで消化管等の

体内空間の挙動の情報を持っていることが考

えられる。この後方散乱 X 線をガンマカメラ

で画像化することでターゲット位置とその周

囲の体内空間のモニターが出来ると考えられ、

本研究では工業用 X 線発生装置を用いて原理

を検証した。 

2. 方法及び結果 

体内空間の消化管内のガスを模擬する為、

1cm 角のアクリル棒を 5×5 本束ねた物を対象

物とした。これを Fig. 1 の実験体系において

管電圧:130kV 照射時間:15min の照射条件で

照射すると、Fig. 1の画像が得られる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
Fig. 1の実験体系にある対象物の黄色い領域 

 

はアクリル棒を抜くことで空気層を作るための 

領域であり、入射 X線と水平方向に 2mmずつ空気

層を薄くすることでこの体系での空気層の検出

限界を調べた。Fig. 3 は空気を作らなかった物

に対してどれだけ信号が多く得られたかを表し

ている。この結果から、6 mm の厚さまでは検出

することが出来た。 

 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 

 

 

Fig. 3 Dependence of brightness change on 

void thickness 

 

3. 結論 

本研究では後方散乱 X 線を用いることで追

加照射はせずに体内空間をモニターする方法

を検証した。実験では、空気層が 6 mm の厚さ

までを工業用 X線で検出することが出来た。 

今後は治療用 X 線を用いて研究を行いたい

と考えている。 
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Fig. 1 Experiment system and Image 

without any void 
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